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１． 研究課題  

分離培養した海綿内共生微生物の異種間における増殖応答関係およびその天然化合物を明ら

かにし、海綿内共生微生物の相互作用を分子レベルでの解明することにより、海綿内共生微

生物の微生物間ケミカルコミュニケーションの理解を目指す。 

 

２． 主な研究成果 

環境微生物の 99％は難培養性微生物であるといわれている。しかしながら、それら難培養微

生物も環境中では生存しているはずである。この難培養性微生物の一つとして海綿内共生微

生物をモデルとした。これまで海綿からは医薬的・試薬的に価値のある二次代謝産物が得ら

れており、最近の研究ではそれら二次代謝産物の真の生産者は共生微生物であることが示唆

されている。より多くの海綿内共生微生物を分離培養することができれば、微生物学的意義

および化合物の供給源としての高い価値が見込める。 

このような背景のもと、海綿内共生微生物の生息環境を模倣した分離培養方法を開発した。

本培養法で獲得した分離株と直接平板に植菌した培養法(従来法)で獲得した分離株の約 60株

について 16sRNA 遺伝子解析を行った結果、獲得された分離株の種類に大きな差異が認められ

た。両方の方法によって獲得された共通の分離株はわずかに 1 種のみであり、本培養法によ

って分離培養された微生物は、多様性および新規性の高い菌株(既存株に対する相同性が 97％

以下)の割合が著しく高かった。従来法では、新規性の高い菌株は 1株であったのに対し、本

培養法では 18株が既存株に対して 97％以下の相同性を示した。次に、海綿抽出エキスに対す

る分離株の増殖応答を調べた。従来法と本培養法で獲得したそれぞれの分離株に対し、海綿

抽出エキスを添加した培地と無添加の培地でのコロニー形成率を比較したところ、従来法で

獲得した分離株コロニー形成率は海綿抽出エキスの有無で変化がなかったのに対し、本培養

法で取得した分離株の多くは、海綿抽出エキスを添加した培地でコロニー形成率が著しく上

昇した。このことから、本培養法で得られた分離株のケミカルコミュニケーションに関わる

低分子化合物が海綿抽出エキスに含まれていることが明らかとなった。海綿内抽出エキスか

ら、分離株のコロニー形成率を指標として、それぞれの分離株に対する生育因子の精製を進

めており、活性化合物の濃縮が進められている。 
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５． 研究活動の課題と展望  

これまでいくつかの菌株の培養上清を他の菌株の培地に加えてみたところ、本培養法で獲得

した菌株に対して、増殖を選択的に促進する培養上清が認められた。今後は、まだ試してい

ない組み合わせの増殖促進試験を行い、増殖促進活性が認められた培地上清から、活性物質

の単離・精製を行い、MS、NMR分析等を用いて分子構造を明らかにしていくとともに、微生物

間のケミカルコミュニケーションを解明していく。 


